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□本年度のように，図書ボラ
ンティアの運営に関し，校長
自ら積極的にかかわってい
く。
□体験活動の目的を明確に
し，年間計画に入れていく。
また，常時活動（掃除やあい
さつ運動）は維持・継続でき
るようにしていく。

・学校独自のマニュアルを作成
し，実際の事案に対処すること
で，さらに実情に応じたものに
改善することができた。
・ホームページやメールで，早
く正確に情報を伝えることに努
めた。

確かな学力 安全の確保

・学校だより・ホームページ
の発行・更新を通して，学校
の情報を発信していく。
・地域の人たちとの交流を計
画的・積極的に進める。

開かれた学校

・教職員の勤務に対する姿勢や意識と，適正な勤務時間の在り方のバランスが難しい状況である。
その他の課題

▲２０１８年実施の全国学力・
学習状況調査の結果
⇒国語Ｂと理科以外，低い結果
となった。

○学校評価アンケート項目
「３．学校は，子どもの安全確
保・健康管理のための取り組み
を十分行っている」⇒『思う
方』の回答結果…８５．２％

□保護者が必要としている情
報とともに，校長の方針や考
えを今後も発信していく。
『思う方』の回答結果…８
５％以上を目標に
□地域の各種団体へ具体的に
依頼していく。

・発行・更新は，月に複数回
行った。
・地域の人たちとの交流は，計
画的には進められたが，積極的
な観点からは課題は残る。

・学力向上を観点にした研究授
業を，さらに進める必要があ
る。
・学力向上に対する保護者や児
童の意識が変わりつつある。
・市や県からのテストや問題
は，５年生を中心に実施するこ
とができた。

□学力向上を観点・視点にし
た研究授業を進める。
□算数科の授業改善を行う。
□児童や保護者の学習調査に
対する意識を変えていく。
□生徒指導・学級経営とリン
クした学習指導を行う。
□市や県からの配付・配信さ
れたテスト・問題等を確実に
実施する。

○図書室への総来室者数⇒前年
度とほぼ同数。
▲教科指導の時間の確保を考え
ると，児童が休みの日に体験で
きる場を設定する必要がある。
よって，学校と地域，保護者が
できることを整理し，計画的に
進めていく必要がある。

□学校評価アンケート項目
「３．学校は，子どもの安全
確保・健康管理のための取り
組みを十分行っている」⇒
『思う方』の回答結果…８
５％以上を維持する。

・保護者の方のボランティア活
動は，維持・継続できている。
・教科としての道徳は，年間計
画通りに進められた。
・学校が保護者や児童と地域と
の間に立って，おおむね進めら
れた。

図書室への総来室者数⇒前年
度を維持
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○学校評価アンケート項目
「１．学校は，学校の教育活動
や子どもの様子を保護者にわか
りやすく伝えている」⇒『思う
方』の回答結果…８０．６％
▲地域の人的資源をさらに活用
できるよう，具体的に考えてい
く必要がある。

学校評価アンケート項目「学
校は，学校の教育活動や子ど
もの様子を保護者にわかりや
すく伝えている」⇒『思う
方』の回答７５％以上

社会を生き抜く力を備えた子供を育てる

校長氏名

本年度の取組についての評価

・長期的な視点と短期的な取
り組みを整理し戦略的に進め
ていく。

上田　仁

・図書館教育の推進を継続す
る。
・道徳教育を計画的に進め
る。
・豊かな体験活動の充実を図
る。

ゆたかな心

２０１８年実施の全国学力・
学習状況調査の結果⇒和歌山
県の平均に近付ける

学校評価アンケート項目「学
校は，子どもの安全確保・健
康管理のための取り組みを十
分行っている」⇒『思う方』
の回答８５％以上

・児童の安全確保のために，
計画的かつ能動的な体制を構
築する。


